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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：家庭の喜びがつなぐ平和
お名前：奥田侑希　北海道　札幌創成支部

【青年スピーチ部門】
皆さんにとって、「喜び」とは何でしょうか。大きな成功や夢が叶う瞬間、特別な出来事を思い浮かべる人もいるかもしれません。しかし、私にとっての喜びは、もっと身近で、当たり前のように見えるものです。それは、「家族と笑い合えること」です。
私は、父、母、姉、私、弟の5人家族で育ちました。小さい頃は、家族と過ごす時間を特別だと思ったことはありませんでした。家に帰れば誰かがいて、食卓を囲み、何気ない会話をして笑う。それが普通の日常でした。しかし、大学生になり、家を離れて生活するようになってから、その時間がどれほど尊いものだったかに気づきました。
久しぶりに家族全員が集まる日があります。それぞれが忙しくなり、生活も変わり、考え方も少しずつ変化している。それでも、集まれば自然と笑い合える。昔と変わらないテンポで会話ができる。時には悩みを相談し、励まし合い、支え合う。「変わらず話せること」「変わらず笑えること」は、決して当たり前ではないのだと思いました。家族とは、ただ血がつながっている存在ではなく、お互いを理解しようとし、安心できる場所なのだと感じています。
そして、私にはもう一つの「家庭｣があります。大学生になってから始めたシェアハウスでの生活です。家族以外の人と長い期間一緒に暮らすことは初めてでした。最初は、不安もありました。生活リズム、価値観、育った環境。違うことばかりです。でも、一緒に生活する中で、多くの喜びを感じるようになりました。私が作った料理を「おいしい」と言って食べてくれること。苦しい時、真剣に話を聞いてくれること。女性ばかりでなくて男性もいますが、兄弟のように接しながら、でも互いをしっかりリスペクトしていること。遊ぶ時は全力で楽しみながら、勉強や家事など、やるべきことはしっかりやる。
そんな関係の中で、私は気づきました。家族とは、血のつながりだけではないということです。違いがあるからこそ支え合える。得意なことも苦手なことも違うから、お互いに補い合える。嬉しいことを共有し、悲しいことも共有しながら、人は「家族のような存在」になれるのだと思いました。そして私は、この経験が、今の時代に必要な平和や統一へのヒントになるのではないかと感じています。
　家族でも、考え方の違いはあります。シェアハウスでも、価値観の違いはあります。でも、一緒に過ごし、相手を知り、話をし、理解しようとすることで、安心できる関係が生まれます。大切なのは、「違うから離れる」のではなく、「違うからこそ知ろうとすること」なのではないでしょうか。
　それは、日本と韓国の関係、そして南北の関係にも通じるのではないかと思います。違いを壁にするのではなく、お互いを知り、認め合い、支え合える関係をつくること。私は、家庭の中で感じた小さな喜びが、やがて大きな平和につながる力になると信じています。私にとっての喜びとは、誰かと笑い合い、心を共有し、「ここにいていい」と思える関係があることです。そして、その喜びを身近な人と分かち合うことが、より良い社会や平和への第一歩になるのではないかと思います。

ご清聴ありがとうございました。
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